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１．水安全計画策定・推進チームの編成

	構成員
	主な役割

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


２．水道システムの把握

２．１　水道システムの概要

２．２　フローチャート

（１）簡易フローチャート

（２）詳細フローチャート

２．３　水源～給水栓の各種情報

（１）水源、取水情報

（２）浄水場～給水栓に関する情報

３．危害分析

３．１　危害抽出

（１）水源～取水

（２）浄水場～給水栓

３．２　リスクレベルの設定

　

（１）発生頻度の特定

表　発生頻度の分類

	分類
	内容
	頻度

	Ａ
	滅多に起こらない
	10年以上に１回

	Ｂ
	起こりにくい
	３～10年に１回

	Ｃ
	やや起こる
	１～３年に１回

	Ｄ
	起こりやすい
	数ヶ月に１回

	Ｅ
	頻繁に起こる
	毎月


（２）影響程度の特定

表　影響程度の分類

	分類
	内容
	説明

	ａ
	取るに足らない
	利用上の支障はない。

	ｂ
	考慮を要す
	利用上の支障があり、多くの人が不満を感じるが、ほとんどの人は別の飲料水を求めるまでには至らない。

	ｃ
	やや重大
	利用上の支障があり別の飲料水を求める。

	ｄ
	重大
	健康上の影響が現れるおそれがある。

	ｅ
	甚大
	致命的影響が現れるおそれがある。


表　影響程度の分類

	（１）健康に関する項目

	ａ
	危害時想定濃度 ≦ 基準値等の10%

	ｂ
	基準値等の10% ＜ 危害時想定濃度 ≦ 基準値等

	ｃ
	基準値等       ＜ 危害時想定濃度（大腸菌、シアン化合物、水銀等、

並びに残留塩素以外の項目）

	ｄ
	基準値等       ＜ 危害時想定濃度（大腸菌、シアン化合物、水銀等）

危害原因事象の発生時に残留塩素が0.1mg/L未満

	ｅ
	基準値等       ≪ 危害時想定濃度

危害原因事象の発生時に残留塩素が不検出

	（２）性状に関する項目

	ａ
	危害時想定濃度 ≦ 基準値等

	ｂ
	基準値等 ＜ 危害時想定濃度（苦情の出にくい項目）

	ｃ
	基準値等 ＜ 危害時想定濃度（苦情の出やすい項目）

	ｄ
	基準値等 ≪ 危害時想定濃度


（３）リスクレベルの仮設定

表　リスクレベル設定マトリックス
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（４）リスクレベルの比較検証・確定

４．管理措置の設定

４．１　現状の管理措置、監視方法の整理

表　管理措置の内容

	分類
	管理措置

	
	


表　監視方法の分類　　　　

	監視方法
	番号

	なし
	０

	現場等の確認
	１

	実施の記録
	２

	手分析
	３

	計器による連続分析（代替項目）
	４

	計器による連続分析（直接項目）
	５


　　　　　　　　　　表　監視計器と略記号

	計器の名称
	略記号

	残留塩素計
	Ｒ

	濁度計
	Ｔ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


表　危害原因事象、関連水質項目、リスクレベル、管理措置及び監視方法の整理表

４．２　管理措置、監視方法及び管理基準の設定

１）管理措置、監視方法及び管理基準の設定

表　危害原因事象と管理措置、監視方法、管理基準の設定

２）管理措置及び監視方法の評価

表　危害原因事象と管理措置、監視方法、管理基準の設定

５．対応方法の設定

５．１　管理基準を逸脱した場合の対応

①施設・設備の確認点検

施設の状態確認、薬品注入設備の作動確認、監視装置の点検等

②浄水処理の強化

沈澱時間を長くする、ろ過速度を遅くする、浄水薬品注入を強化する等

③修復・改善

排水、管の清掃・交換、機器・設備の修繕等

④取水停止

高濃度時の取水停止等

⑤関係機関への連絡・働きかけ

原水水質悪化時の流域関係者への連絡、要望等

　

表　管理基準を逸脱した場合の対応方法

	監視項目
	監視地点
	監視方法
	管理基準
	対応方法

	
	
	
	
	


５．２　緊急時の対応

（１）○○水道局給水栓自動水質計器のデータ異常発生時の対応フロー

（２）○○水道局給水栓自動水質計器の水質異常時の対応フロー

５．３　運転管理マニュアル

（１）運転管理マニュアル

（２）日常点検記録表

６．文書と記録の管理

（１）水安全計画に関係する文書

表　水安全計画に関係する文書一覧

	文書の種別
	文書名
	備考

	
	
	


（２）水安全計画に関係する記録の管理

表　水安全計画に関係する記録一覧表

	記録の種別
	記録の名称
	保管期間
	保管責任者

	
	
	
	


７．水安全計画の妥当性の確認と実施状況の検証

（１）水安全計画の妥当性確認

（２）実施状況の検証

表　検証のためのチェックシート

	内容
	チェックポイント
	確認結果(ｺﾒﾝﾄ)

	
	
	適・否


８．レビュー

（１）確認の実施

（２）改善

（３）周知及び教育訓練

９．支援プログラム

	文書の種別
	文書内容
	文書名
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